
＜地場産農産物の加工・販売を実施している事例＞

○復元耕作放棄地を利用した地場産農産物の販売

１．集落協定の概要

市町村･協定名 富山県小矢部市屋波牧
お や べ し やなみまき

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
5.4ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 20％
95万円 共同取組活動 農道、水路等維持管理費 15％

（80％） 農地管理費 60％
その他 5％

協定参加者 農業者11人、屋波牧生産組合(構成員1名)

２．取組に至る経緯

屋波牧集落は、小矢部市の北西部に位置する標高100ｍ程の中山間地域であり、急傾斜

地の僅かな田畑と山林を生産活動の場としてきました。昭和30年頃には戸数は10戸で40名

程の住人が生活する山村でしたが、平成5年には戸数は6戸で僅か8名の住人となり、集落

は崩壊寸前の状態になりました。

農家人口の減少に伴って耕作放棄地が増えていく中、直接支払制度が創設され、これを機

に 「先ずは耕作放棄田の草だけでも刈ろう」と、集落外居住者も参加しての取り組みが始、

まりました。寄って話すうちに、この集落をどうしていくのかが話題になり「農業生産条件

は良くないが眺めは良い。良いところを生かし楽しめる村づくりをやろう」と意見がまとま

りました。そこで 「大きなクロ（畦畔 」を利用して桜と紫陽花を植え、耕作放棄の復元田、 ）

でさつまいもの栽培を始めました。

３．取組の内容

ため池や導水路等の維持管理（江浚い、草刈り 「一斉草刈りの日」を設けて畔草刈り）、

を行っています。また、平成14年から赤カブの栽培を始め、農業祭等で販売しています。

この赤カブは農業祭で何度も表彰を受け、消費者からはとても美味しいと評判になりまし

た。今では、耕作放棄田を利用しての生産に加え、加工も行うようになりました。この他

にも、学校給食にサツマイモやジャガイモ等の食材を提供している縁により、学童が自ら

食べる食材を自ら作るといった食育＋農業の体験学習を行っています。

小学生による農業体験 赤カブの販売



［集落の将来像]
急傾斜地を活かした農産物の生産・加工・販売を拡大し、癒しの農山村を創造する。
①農地の管理は、集落協定者を中心に構成する「農地共同管理組合」が行う。
②農産物等の加工販売をおこなう。
③癒しの空間づくりを進める。

［将来像を実現するための活動目標]
○まだある耕作放棄の田及び畑の復元と果樹栽培の取組
○狭小急傾斜地ほ場に適した作物の栽培・加工・販売・地産地消の拡大

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田5.4ha 周辺林地の下草刈 非農家との連携による共同作業（ ）
・一斉畦草刈り(年4回) (0.3ha 年2回) （水路、農道等の管理）
・法面等の定期点検(年2回)

共同取組活動 共同取組活動
個別対応・共同取組活動

景観作物作付 機械・農作業の共同化
ため池・水路・作業道の管理 ・遊休田等ソバ作付 ・機械の共同利用を3.9ha(72
・ため池3箇所 年1回草刈 (1.4ha) ％)実施、目標1.5ha
・水路2.8km 清掃年1回 ・紫陽花等の植付、管理

草刈年2回 共同取組活動
・農道0.7km 年2回 草刈

共同取組活動
共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落協定を締結するまでは、農地の管理は所有者任せであったため、後継者がいなくな

た農家の農地は荒れて行くだけであった。しかしながら、直接支払制度の創設により集落

協定を締結してからは、個人の農地から地域の農地へとみんなの意識が変わり、共同で農

地管理するようになりました。

また、赤カブやさつまいもなどの生産から加工、販売までを共同で行い、これが良好な

売れ行きを見せたことから、多様な畑作物の生産に取り組むようになり、耕作放棄地を復

元するなど、農地の有効利用を図ることができました。

このように、共同活動に取り組むなかで共同意識が強くなり、結果として、様々なこと

に取り組むようになりました。現在、後を継ぐ若者を確保出来る見込みは小さく、後継者

の不在が最大の課題ではあるものの、将来のビジョンを描き、少しでも実現に向けた取り

、 、組みを継続することが重要であることから 新商品を開発して少しでも収益の向上を図り

今後の集落の活性化につなげたいと考えています。

［平成21年度までの主な成果］
（ 、 、 ）○機械農作業の共同化の推進 共同トラクターでの田耕起等実施 当初0ha 目標1.5ha H21年実績3.9ha

（ ）○非農業者と連携した一体的活動 非農業者2名と連携して農道や水路の草刈りなどを実施 H21年実績0.3ha
○地場産農産物の加工、販売 耕作放棄地を復元し、赤カブ漬け、赤カブ、さつまいも等の販売
○景観作物の植付 花木の植栽による「癒しの農山村」の形成(H21年実績1.4ha)


